
Stratigraphy (Feb.2003,Chiang Ma主,Thailand)
Proceedingsorthe8thlntemationalCongressonPacific
NeogeneStratigraphy:83･89.
10)Matsumura,A.,Nishimura,T.,Takal1aShi,Y･,Hamada,
Y.,Inokuchi, S.,Okada,M.(2002) Functional

morphologyofthefemurln.apesandhuman beings･
COEIntemationalSymposium (Nov.2002,Inuyama,
Japan)ProgramandAbstracts:102.
11)Nakatsukasa,M.,liirasaki,E.,Ogihara,N.,Hamada,Y.
(2002)Energeticsofbipedalandquadrupedalwalkingin
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JoumalofPhysicalAnthropologysuppl.34:1171117.
12)Nakaya,Il.,Saegusa,H.,Kunimatsu,Y.,Ratanasthien,
B.,ChintasakuI,P.,Nagaoka,S.(2002)LateCenozoic
mammalianbiostratigraphyandageofhominoidsfrom
Thailand.COBIntemationalSymposium (Nov.2002,
Inuyama,Japan)ProceedingsofCOB Intemational
Symposium:99.
13)Nakaya,H.,Saegusa,H.,Kunimatsu,Y.,Ratanasthien,
B.,Chintasakul,P.,Nagaoka,S.(2002)LateCenozoic
mammalian faunasofThailand-Miocenemammalian

interchangebetweenSub･Sal1aranAfricaandSouthEast
Asia.TheInternationalWorkshopatBogoria.From
SambzLruPithecusto Orron'n:OriginsofHominids.
GeologicalandPalaeontologicalBackground(Sep.2002,
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OrrorL'n:Origins of Hominids. GeologiCal and
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14)Nakaya,H.,Saegusa,H.,Rqtanasthien,B･,Kunimatsu
Y" Nagaoka,S.,Suganuma,Y.(2002)Neogene
mammalianbiostratigraphyorThailand.(Oct.2002,
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Paleontology17(supplementaryissue):91A.
15)Nakaya,H.,Saegusa,H.,Nagaoka,S.,Kunimatsu,Y.,
Tanaka,S.,Ratanasthien,B.,ChintasakuI,P.(2003)

TaphonomyandAgeoftheLateCenozoicMammalian
Fossils from Northeastem Thailand.(Jam.2003,
Yokohama,Japan)Abstractsthe152ndRegularMeeting
or山ePalaeontologicalSocietyofJapan:53.

16)茶谷煎,窃田穣 (2002)バクスモンキーの運動とサ
-ルでの生き延び方.第 18回日本霊長類学会大会

(2002年7月,東京都)霊長類研究 18(3):417-417.

17)郡司晴元,演田穣 (2002)ニホンザル腰椎の年齢変
_化:骨密度と外部形態の関連性.第 18回日本霊長類

学会大会 (2002年 7月,東京都)霊長類研究 18(3):
414-414.

18)荻原直道,潰田穣 (2002)ニホンザル肩関節可動特

性の計測.第 18回日本霊長類学会大会 (2002年 7

月,東京都)霊長類研究 18(3):377･377.

19)塔田域,茶谷蔦,鵜殿俊史,菊池泰弘,郡司晴元

(2002)チンパンジーRUS系骨格成熟の縦断的研究.

第 18回 (2002年 7月,東京都)霊長類研究 18(3):
378-378.

20)演田積,西村剛,茶谷煎,山極寿- (2002)樹上性
オナ ガザル類 ロコモーシ ョンの運動学的比

(Kinematic Comparison of Locomotion among

-arborealCercopithecoids).第39回日本アフリカ学会

(2002年年5月,仙台市)アフリカ学会アブストラク
ト集 :76･76.

21)清田穣 (2002)非二足歩行型ロコモーターアクティ

ビティーの分化 (野外観察から).平成 14年度共同

利用研究会 ｢直立二足歩行の起源再考 :ロコモーシ

ョン研究を考える｣ (2002年 11月,犬山市).

22)平井啓久,Mootnick,A.,竹中修,suryobroto,B.,毛利

俊雄,釜中慶朗,加藤章,木村直人,加藤朗野,前田

典彦 (2002)アジルテナガザルに固有な独色体全腕

転座.第18回日本霊長類学会大会 (2002年7月,北

京)霊長類学研究 18(3):364.

23)石田英実,高野智,荻原直道,辻川寛,中務真人,中
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石産地で新 しく発見されたナチョラビテクスの前

頭骨 と小児頭骨.第 18回 日本霊長類学会大会

(2002年7月,東京)霊長類研究 18(3):370.

24)団松豊,Ratanasthien,a.,仲谷英夫,三枝春生,長岡

信治 (2002)タイ北部チェンムアンの中新銃から発
見された第2ゐホミノイ ド化石.第18回日本霊長類

学会大会 (2002年 7月,東京)霊長類研究 18(3):
356-356.

25)水野友有,茶谷薫,落合知美,田中正之,友永雅己,

松沢哲郎,竹下秀子 (2002)チンパンジーの子ども
間における社会的交渉の発達的変化.日本霊長類学

会第 18回大会 (2002年7月,東京)盃長類研究 18:
426.

26)中務真人,平崎鋭矢,荻原直道,堺田穣 (2002)塞
長類における二足歩行と四足歩行のエネルギーコ

ス トは同じなのか.第 ■18回日本霊長類学会大会

(2002年7月,東京都)霊長類研究 18(3):377-377.

27)仲谷 英 夫 ,三枝 春 生,長 岡信治,団松 豊 ,

Ratanasthien,B.,Chintasakul,P.(2003)タイ東北部の
後期新生代噛乳化石の産状と年代.日本古生物学会

第 152回例会 (2003年 1月,横浜)要旨集 :53.

28)山本亜由美,団松豊 (2002)ニホンザルを中心とし
た,霊長類におけるアトラス ･ブリッジの形成.第

18回日本霊長類学会大会 (2002年7月,東京)盃長

類研究 18(3):3561356.

◇講演
1)Hamada,Y.(2002)Evolutionof.IlumanGrowthand
DevelopmentPattem:Perspectives舟omtheChimpanzee.
COE IntemationalSymposium (Nov.2002,Inuyama,
Japan)COBSymposiumAbstracts:6･6.

◇その他

1)溝田穣 (2002)財団法人 ｢日本モンキーセンター｣の

現状と提言.霊長類研究 18(2):247･261.

0集 団 遺 伝 分 野

庄武孝義,川本芳,田中洋之

■研究概要

A)ニホンザルの集団遺伝学的研究

川本芳,庄武孝義,泊賢一朗,川本咲江

東京で開催された第 18回日本霊長頬学会大会で東

日本地域のニホンザルの遺伝的分化,滋賀県のニホンザ

ルの遺伝的モニタリング,房総半島のニホンザルと外来

種の交雑調査,の結果を報告した.また,同大会でシン
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ポジウム ｢ニホンザルの保讃管理問題｣を主催し,野独

公園問題,移人種問題,野生ニホンザル保言壁管理計画問

題を討論した.
屋久島のサルについてミトコンドリア迫伝子変異

の分析結果を雷論文発衣した.
インドネシアで開催された国際シンポジウムに招

かれ.ニホンザルをめぐる移人種問題を討論した.

B)Macaca属サルの系統関係

川本芳
ブータンのアッサムモンキーに関する遺伝学的調

査の結果について第 18回日本霊長類学会大会で発表し

た.また,国際共同研究としてBogor'農科大学 (インド

ネシア)からPerwitasariDyahFarajallah氏を招いてカニ
クイザルのミトコンドリア遺伝子変異の研究を進めた.

C)ヒヒ類の種分化に関する英田迫伝学的研究

庄武孝義

2002年度は研究所特別事業狩によりサウジアラビ

アの最北タブクと最南のダーランでマントヒヒの捕獲

調査を行った. 実験室ではエチオピアとサウジアラビ

アのマントヒヒのミトコンドリア DNA を解析して 26

のハプロタイプを兄いだし目下比較検討中である.

D)閉鎖集団として維持される実験用サル類の集団遺伝
学的研究

田中洋之,

松林清明(人類進化げ ル研究センタう,

川本芳,庄武孝義

霊長類研究所では,ニホンザルとアカゲザルが地域
別の閉鎖集団として30年以上維持されている.本研究

は,このような閉鎖集団の集団設立当時から現在までの

完全家系の解明と近交度の変化をあきらかにすること

を目的としている.今年度は,定期検診時に採典された

血絞からのDNA抽出をおこなった.また,迫伝マーカ

ーの開発として,AFLP(増幅DNA断片長多型)分析法
の確立をおこなった.

E)マダガスカル産原猿類の遺伝学的研究

郷康広(遺伝子情報),
平井啓久(人類進化モデル研究センター),

川本芳,

小山直樹(京大ア刈力地域研究資料センター)
キツネザル類のMhc-DRB迫:伝子の進化に関する論

文を発表した.節 18回日本盃長籾学会大会にてアイア

イのMhcクラスⅡ迫伝子群の進化について発表した.

F)家畜化現象と家畜系統史の研究

庄武孝義,川本芳

ペルーでラクダ科の野生種(グアナコ,ビクーニャ)
と家畜種 (リヤマ,アルパカ)の遺伝学的調査を行なっ

た.分析結果をつくば市で開催された第101回日本畜産

学会で発表した.

G)ハナバチの歴史生物地理学的研究

田中洋之

財団法人 石田財団による研究助成 (代表者 :田中

洋之,研究期間:平成 14年8月～平成 16年3月)をう

けて,｢ボルネオ島及びスラウェシ島に生息するミツバ
チ属の歴史生物地理学的研究｣を開始した.今年度は,
平成14年9月と平成 15年 1月に-7レ-シアならびにイ

ンドネシアに研究連絡と標本採集の出張をおこなった.

これらの調査で採集されたミツバチの遺伝分析お

よび系統解析をすすめた.結果の一部を,『ボルネオに
生息するミツバチにみられる遺伝的分化』の演題で,日

本熱帯生態学会ワークショップ｢これからの熱帯林遺伝

子研究をどうおこなうか｣で口頭発表した.また,『オ
オミツバチの系統地理学的研究』および 『スラウェシに

生息するミツバチ3種の遺伝的分化とその保全』の2題

を節 50回日本生憶学会大会にて,ポスターによる口頭

発表を行った.

{研究業績

◇原著論文

I) Asada,Y.,Kawamoto,Y.,Shotake,T"Terao,K.(2002)
Molecularevolutl'onofTgGsubclassamongnonhuman
primates:implication of differences in antigenic
deteminantsamongapes.Primates43(4):343-349.
2) Go,Y.,Satta,Y.,Kawamoto,Y.,Rakotoarisoa,G.,
Randorianjafy,A.,Koyama,N.,Hirai,H.(2002)
Mhc-DRBgenesevolutioninlemurs.Immunogenetics
54(6):403･417.
3) Hirai,H.,Hirai,Y.,Kawamoto,Y.,Endo,H.,Kimura,J.;
Rekamnuaychoke,W.(2002)Cytogeneticdifferentiation
oftwosympatrictreeshrewtaxafoundinthesouthem
parlortheIsthmusorKra.ChromosomeResearch
10(4):313-327.

4) Kawakita,A.,Sofa,T.,Ascher,J.,Ito,M.,Tanaka,H.,
Kato,M.(2003)Evolutionandphylogeneticutilityor
alignmentgapswithinintronsequencesofthreenuclear
genesinbumblebees(BomblLS).MolecularBiologyand
Evolution20(1):87-92.
5) Osawa,M.,Kaneko,M.,Horiuchi,H.,Kitano,T.,
Kawamoto,Y.,Saitou,N.,Umetsu,K.(2003)Evolution
orthecystainBgene:implicationsf♭rtheoriginofits
variabledodecamertandemrepeatinhuman≦.Genomics
81:78-84.

6) Shimada, M., Terao, K., Shotake, T. (2002)
Mitochondrialsequencediversitywithinasubspeciesof
savannamonkeys(CercopithecusaethL'ops)issimilarto
thatbetweensubspecies.JoumalofHeredity 93(1):
9-18.

7) 早石周平,)Il本芳 (2002)ヤクシマザル (Macaca

fLtSCatayaktN')における糞を用いた齢クラス推定と
ミトコンドリア DNA 変異の分布.晴乳類科学

42(2):161-166.

◇報告

I) 和歌山タイワンザルワーキンググループ,和秀雄,

川本芳,大滞秀行,白井啓,室山泰之 (2002)和歌
山県に生息するタイワンザル個体群生息実態調査.

2001年度wwF･日興グリーンインべスターズ基金
助成事業報告書 :pp.56.

◇分担執畢

I) 川本芳 (2003)迫伝子の多様性から考える進化一霊
長類の免田迫伝学-.■"霊長類学のすすめ":152-170,

(京都大学歪長琉研究所 編)丸善,東京.
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◇学会発表等

1) Go,Y.,Satta,Y.,Kawamoto,Y,Rakotoarisoa,G･,
Randrianjafy,A.,Koyama,N.,Hirai,H.(2002)High
species･specificityandrapidtumoverofMhcclassI
genesinprosimians･COBInternationalSymposium,
(No≠2002,Inuyama,Japan)Abstract:69･

2) 郷康広,平井啓久,川本芳,Rakotoarisoa,G･,
Randrianjaiy,A.,Mora,R.,島泰三,小山直樹 (2002)
アイアイにおけるMhcクラスⅠⅠ遺伝子群の進化.質

18回日本霊長類学会大会 (2002年7月,東京)霊長

類研究 18(3):388.

3) 郷康広,楓 田英子,川本芳,Rakotoarisoa,G･,

Randrianjafy,Aり小山直樹,平井啓久 (2002)MHC
/遺伝子からみたマダガスカル産原猿類の起原.第 4

回日本進化学会大会 (2002年 8月,東京)Program
andAbstracts:56.

4) 郷康広,楓田菓子,平井啓久,川本芳,Rakotoarisoa,

G.,Randrianjafy,A.,小川直樹 (2002)霊長類Mhcク
ラスⅠ遺伝子群の進化～原猿類を中心に～.第 74

回日本遺伝学会大会 (2002年 10月,福岡)Genes皮
GeneticSystems77(6):496.

5) 萩原光,相棒敬吾,川本芳 (2002)房総半島におけ
るニホンザルと外来種の混血に関する研究.第 18

回日本霊長類学会大会 (2002年7月,東京)霊長類

研究 18(3):384.

6) 川本芳,相見活,wangchuk,T.,Sherub.(2002)ブータ
ンのアッサムモンキーに関する迫伝学的調査.質

18回日本霊長類学会大会 (2002年7月,東京)霊長

横研究 18(3):365.

7) 川本芳,藤倉雄司,本江昭夫,鳥居恵美子,稲村哲

也,千代勇一,山本紀夫 (2003)ペルーのラクダ科

動物の集団遺伝学的調査(予報).第 101回日本畜産

学会 (2003年3月,つくば).

8) 庄武孝義 (2002)･砂漠に適応した動物たち.日本砂
漠学会 2002年度秋季シンポジウム ｢サウジアラビ

ア :砂漠研究の新天地｣ (2002年 11月,東京).

9) 須賀丈,田中洋之,渡辺邦夫,Kahono,S･,Roubik,D･

W (2003)スラウェシに生息するミツバチ3種の遺
伝的分化とその保全.第 50回日本生態学会大会

(2003年3月●,つくば)講演要旨集 :277･

10)高木直樹,川本芳 (2002)ミトコンドリア DNA を
用いた滋賀県のニホンザルの遺伝的モニタリング.

第18回日本霊長類学会大会 (2002年7月,東京)塞

長類研究 18(3):411.

ll)田中洋之,Roubik,D.W,須賀丈,柳沢直,渡辺邦夫,
田中美希子,BastianJr,S.T.,Kahono,S.,Mohamed,M.

(2003)オオミツバチの系統地理学的研究.第 50回

日.本生態学会大会 (2003年3月,つくば)講演要旨
集 :251.

12)泊賢一郎,川本芳 (2002)東日本におけるニホンザ
ル個体群のタンパク多型解析.第 18回日本霊長類

学会大会 (2002年 7月,東京)霊長類研究 18(3):
365.

◇講演

1) Kawam oto,Y.,Ohsawa,H.,Muroyama,Y･,Shirai,K･,
Araki,S.,Maekawa,S.,Nigi,H.,Maruhashi,T.,and

othermembersoftheWorkingGroupofWakayama

Taiwan macaques. (2002) Hybridization problem

between nativeand introduced monkeysin Japan.
IntemationalSymposiuni:ApplicationofNon-human
Primates in Biotechnology for Conservation and

BiomedicalResearch(Jut.2002,Bogor,Indonesia).

2) Ohsawa,H.,Kawamoto,Y.,Shirai,K.,Nigi,H.,
Maruhashi,T.,Maekawa,S.,Muroyama,Y.,Araki,S.,
OthermembersoftheWorkingGroupofWakayam a

TaiWan macaques.(2002)InvasionofTaiwanmacaques
into Wakayama prefecture, Japan, and their
hybridizationwithJapanesemacaques:itshistoryand
thepresentstateofthepopulatiqn.COBIntematinal

Symposium (Nov.2002,Inuyama,Japan)Abstracts:
105.

3) Tanaka,H.(2002)Molecularphylogeneticanalysisof

SoutheastAsianhoneybees.SeminarorDepartmentof
AnimalHusbandry,BogorAgruculturalUniversity(Sep.
2002,Bogor,Indonesia).

4) Tanaka, H. (2003) Amplified fragment length
polymorphism(AFLP)analysis:AnewmethodofDNA

fingerprintinglnPrimatemoleculargenetics.Seminar
or Primate Research Center, Bogor Agricultural

University(Feb.2003,Bogor,Indonesia).
5) Tanaka,H.(2002)Molecularphylogeneticanalysisof
SoutheastAsian honeybees.SeminaratUniversity
MalaysiaSabah(Sep.2002,Sabah,Malaysia).

6) 須賀丈,田中洋之 (2003)ボルネオに生息するミツ
バチにみられる遺伝的分化.日本熱帯生態学会ワー

クショップ山崎常行教授退官記念 rこれからの熱粁

林遺伝子研究をどう声こなうか｣ (2003年3月,松
山).

0系統発生分野
茂原信生,相見活,高井正成,本郷一美

■研究概要

A)東アジアの化石霊長街の進化に関する研究

茂原信生,高井正成,

江木直子(研修員,非常勤研究員),

鍔本武久(非常勤研究員),

ThaungHtike(研究生)
ミャンマー国中央西部のボンダウン地域に広がる

中期始新世末の地層を対象にして,霊長類化石の発掘を

目的とした調査をおこなっている.同地域から見つかる

化石霊長類は,原始的な曲鼻猿類と真猿頬の中間的な形

態を示しており,真猿類の起源地と起源時期に関する論

争に大きな貢献をしている.

B)スンダランドの霊長類の変遷

相見満

現在のマレー半島,スマトラ,ボルネオ,ジャワは

かつて,つながっていて,スンダランドと呼ばれる一続

きの陸地をなしていた.この地域は動物の種類が豊富で,

コノハザルやシアマンなど特有のものがいる.これらの

特有な種の分布を調査し,ゆくゆくはこの地域の動物相

全体の変遷を明らかにしたい.
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